
発

刊

の

こ

と

ば

沖
縄
県
教
育
委
員
会
教
育
長

高

良

清

敏

沖
縄
県
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
に
『
沖
縄
県
史
』
全
二
十
四
巻
を
完
結
さ
せ
、
各
方
面
か
ら
ご
好
評
を
い
た

だ
ぎ
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
編
集
事
業
を
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
引
ぎ
続
き
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら

『
沖
縄
県
史
料
』
編
集
十
年
計
画
を
発
足
さ
せ
、
現
在
、
第
二
次
編
集
業
務
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

本
計
画
は
、

『
沖
縄
県
史
』
に
収
録
で
ぎ
な
か
っ
た
近
代
史
料
を
は
じ
め
、

『
沖
縄
県
史
』
が
対
象
と
し
な
か
っ
た
前
近

代
、
戦
後
を
含
め
た
史
料
を
収
録
し
、

「
近
代
」

「
前
近
代
」

「
戦
後
」
の
三
系
統
の
史
料
集
を
逐
次
刊
行
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
沖
縄
の
歴
史
と
文
化
は
、
わ
が
国
で
も
独
自
の
位
置
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
伝
統
の
解
明
と
継
承
は
、
ひ
と
り
県
民

の
要
求
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
各
分
野
の
研
究
者
か
ら
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
の
貴
重

な
文
化
遺
産
は
、
去
る
沖
縄
戦
で
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
、
史
料
の
空
白
状
態
は
、
沖
縄
研
究
に
は
か
り
知
れ
な
い
困
難
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

幸
い
、

『
沖
縄
県
史
』
の
編
集
事
業
の
過
程
で
関
係
各
位
か
ら
多
大
な
ご
協
力
が
寄
せ
ら
れ
、
県
外
に
保
存
さ
れ
て
い
る
沖

縄
関
係
史
料
を
活
用
す
る
途
が
ひ
ら
か
れ
、
さ
ら
に
県
内
に
散
在
し
て
い
た
諸
史
料
の
発
掘
収
集
が
進
み
、
多
く
の
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
旧
琉
球
政
府
か
ら
引
き
継
い
だ
戦
後
史
料
を
あ
わ
せ
て
、
こ
こ
に
沖
縄
史
の
全
過
程
を
対

象
と
す
る
史
料
集
の
刊
行
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。



こ
の
『
沖
縄
県
史
料
』
の
刊
行
事
業
が
、
今
後
の
沖
縄
研
究
の
発
展
、
深
化
に
貢
献
し
、
新
沖
縄
県
史
の
駐
礎
史
料
と
し
て

役
立
つ
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
に
過
ぐ
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
編
集
骨
業
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
な
史
料
の
発
掘

収
集
作
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
幾
多
の
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
各
位
の
従
前
に
ま
さ
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
そ

の
完
遂
を
期
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
度
は
、

「
前
近
代
]
系
統
の
第
7
巻
と
し
て
、

『
沖
縄
県
史
料
』
前
近
代
7

（
首
屯

E
府
仕
置
3
)
を
発
刊
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
六
十
三
年
度
発
行
の
『
沖
縄
県
史
料
』
前
近
代
6

（
首
里
王
府
仕
置
2
)
の
規
模
帳
等
と
と
も
に
、

首
里
王
府
が
各
行
政
機
関
の
職
掌
に
応
じ
て
公
務
案
件
の
遂
行
、
執
務
上
の
規
定
と
し
て
布
達
し
た
文
書
の
「
公
事
帳
」
と
こ

れ
ら
を
補
完
す
る
例
規
集
と
も
い
え
る
「
例
帳
」
の
大
半
を
収
録
し
ま
し
た
。
喜
舎
場
永
殉
文
庫
の
「
八
重
山
島
小
与
座
公
事

帳
」
他
十
数
編
を
は
じ
め
、
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
蔵
の
「
宮
古
島
仕
上
世
座
公
れ
帳
]
他
数
編
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
の
「
久
米
具
志
川
間
切
公
惰
帳
」
他
、
沖
縄
県
立
芸
大
附
属
図
書
・
芸
術
資
料
館
所
蔵
の
鎌
倉
芳
太
郎
ノ
ー
ト
所
収
の

「
宮
古
島
御
用
布
座
公
事
帳
」
他
、
仲
原
善
秀
氏
所
蔵
の
「
久
米
仲
里
間
切
公
事
帳
]
他
な
ど
、
四
十
編
余
を
収
録
し
ま
し

た
。
す
で
に
活
字
化
さ
れ
た
も
の
、
今
回
初
め
て
紹
介
さ
れ
る
も
の
等
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、

い
ず
れ
も
近
世
に
お
げ
る
首
里
王

府
の
甚
本
施
策
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
史
料
だ
と
思
い
ま
す
。
県
民
を
は
じ
め
、
研
究
者
の
間
で
、
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
書
の
た
め
に
貴
項
な
蔵
甚
の
利
用
を
ご
快
諾
下
さ
い
ま
し
た
各
機
関
、
諸
氏
に
深
く
惑
謝
申
し

k
げ
、
刊
行
の

)
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
三
年
三
月


